
１．「元気企業ビジネスフェアＮＡＮＴＯ」へブース出展しました。

産学官連携推進室レター

　ようやく少し寒くなりましたが、「暖冬」ですよね。とはいえ、新潟県中越地震で被災された方々に
とっては例年以上に厳しい寒さの冬でしょうね。１日も早い復興をお祈りいたします。

　平成１６年１２月１－２日に大阪市中央区本町橋のマイドームおおさかで、「第3回元気企業ビジネスフェア　

NANTO」が開催されました。
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今回は池田銀行（大阪府池田市）などが主催のビジネスマッチングフェ

アが階下で開催されたことで来場者が ”回遊”、主催者発表の初日入場

者数だけで約4300人にのぼりました。昨年度も出展させていただいた

こともあり、県内を中心とした122事業所さんの中では本学ブースに

「休憩」を兼ねて立ち寄られる方もおられ少しづつ地域の中に大学が浸

透してきたことを実感しました。また来場者さんも前年は「へぇー　奈

良女子大学？　何されているのですか？」という方が多かったのですが、

今年は具体的な技術相談を持ち込まれる方が何人もおられたことが特徴

的です。＜岩井・吉田・高橋・藤野＞

２．「アグリビジネス創出フェア」へブース出展しました。

　平成１６年１２月２日に大阪市北区中之島のグランキューブ大阪（大阪府立国際会議場）で、「第１回アグリビ

ジネスフェア」が開催されました。主催は　近畿アグリハイテク推進会議、近畿農政局、農林水産技術会議事務局、

(独)生物系特定産業技術研究支援センター、(独)近畿中国四国農業研究センター、 (社)農林水産先端技術産業振興

センター、(社)農林水産技術情報協会、(財)食品産業センター の８機関です。当日行われた農水局よりの競争的資

金の説明会会場は満員で関心の高さを知ることができました。＜大石・佐藤・遊佐・藤野＞

アグリビジネスフェアに出展したポスター（提供左より、井上教授×２、佐藤助教授、酒井助教授、遊佐助教授、植野教授）

＜①競争的資金の予算額＞
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３．メールマガジン発刊します。

　産学官連携推進室では、これまで
のホームページ等による提供に加え、
直接電子メールで情報提供する「産
学官連携推進室メールマガジン」を
発行することとなりました。原則と
して、隔週金曜日に発行いたします。
現在、主に卒業生の方を対象とした
「大学の今」を中心としたマガジン
と、企業の方など一般の方を対象と
した「連携推進室の活動や、イベン
ト情報」の内容を中心としたマガジ
ンの２種類を発刊すべく最終作業に
入っています。＜藤野＞

＜②農林水産省における競争的研究資金の概要＞

新事業・新分野創出のた
めの基礎研究推進事業

生物系産業創出のための
異分野融合研究支援事業

民間結集型アグリビジネ
ス創出技術開発事業

先端技術を活用した農林
水産研究高度化事業
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（農業・生物系特定産業
技術研究機構から委託）

（うち２／３を国から補助）

（国から委託）

（農業・生物系特定産業
技術研究機構から委託）

事業名　　　　　　　　　開始年度　　　　　　ねらい　　　　　　　研究費　　　　　　　Ｈ１６年度採択
　　　　　　　　　　　Ｈ１６予算額（Ｈ１５）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（採択数／応募数）

事業の目的：生物機能を高度に利用した新技術・新分野を創出するため、幅広く提案を公募し、基礎的・
独創的な研究を実施。
事業の内容：（独）農業・生物系特定産業技術研究機構が６つの基礎的研究分野について、独立行政法
人、大学等から課題を公募し、外部委員による選考を行った上で、委託研究の形で実施。若手研究者支
援型については３９歳以下の若手研究者が対象。
対象となる研究分野：①生物機能解明・生産性向上　②高機能・高品質食品分野　③生物系素材分野　
④生物機能利用による環境改善　⑤工学・環境学的手法による生物機能向上分野　⑥装置開発・ソフト
開発等の共通基盤に関する研究分野
研究費、研究機関：１課題あたり年間１億円を上限、原則として３～５年間

募集要領の公表は平成１６年度はＨ１６．１．１６に生物系特定産業技術研究支援センターのＨＰに掲載されました。

異分野融合研究開発型：民間企業
等を主体として大学、独立行政法
人などで構成されるコンソーシア
ム（研究共同体）。１課題あたり
年間５５００万円、原則５年
起業化促進型：独創的な着想、プ
ロトタイプ（試作品）開発や実証
段階にある研究シーズを活かして
バイオベンチャー創出を目指す独
立行政法人、民間企業等の研究者。
１課題あたり年間２６００万円、
２年以内

　平成１７年２月１４日　　　　学内研究フォーラム開催　

　　　　　　　　　　　（「食と健康を科学する（仮題）」）

４．今後の予定

ご講演いただける先生方を募集しておりましたが、
６名の先生方にご快諾いただきました。ありがとう
ございました。

Ｈ　８～　　　　　　基礎研究の推進　　　１億円　　　　　　　　１６／２３０
４０億円（４０億円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採択率　７．０％

Ｈ１２～　　　　　　新産業の創出　　　　５５００万円　　　　　１３／９０
２５億円（１５億円）　起業化の促進　　　　２６００万円　　　　　採択率１４．４％

　　
　　　　　　　　　　　　　
Ｈ１４～　　　　　　民間企業による　　　３０００万円　　　　　６／７４
６億円（　６億円）　　実用化研究　　　　　　　　　　　　　　　　採択率８．１％

Ｈ１４～　　　　　　生産現場に密着し　　５０００万円　　　　　８３／４８３
３０億円（２０億円）　た試験研究の推進　　５００－２０００万円　採択率１７．２％

４．研究紹介集２００４

お詫び：
研究紹介集２００４のデータをご提出い
ただきありがとうございました。連携推
進室からの「受け取り確認メール」が送
付できておりませんが、冬休みを利用し
て作業する予定にしております。年明け
に順次「最終掲載確認メール」をお出し
いたします。
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産学官連携推進室　室長　重定南奈子（副学長）　室長補佐　吉田和男（研究協力課）　推進員　大石正（人間文化研究科）　相馬秀廣（文学部）
　　　岩井薫（理学部）　諸岡英雄（生活環境学部）　中窪利周（研究協力課　研究協力係）　高橋真理子（研究協力課　研究協力係）
　　　小田原孝次（研究協力課　社会連携推進係）　藤野千代（産学官連携コーディネーター）


